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[事例:予防]（株）ベストライフ・プロモーション

郵送
電話・FAX

PC・携帯

特定健診情報

遠隔医療・健康相談

コールセンター
（保健師・栄養士など）

サービス提供機関と連携
＜個に応じたサービス＞

ICT環境に応じた
ツールの活用

自宅

PHR
バイタル情報

共有

健康増進・疾病予防のためのICTを活用した健康管理サービス
（日々の健康情報の収集・蓄積と蓄積された情報に基づいたサービスの提供）

運動指導栄養指導

遠隔保健指導

ﾊﾟｰｿﾅﾙﾍﾙｽﾚｺｰﾄﾞ

・データの互換性の確保・標準化

・保険者の特定健診・特定保健指導の代行

・利用者側の使い易いICT環境を提供

・医療機関等サービス提供機関との連携・協力

・性格特性を加味した行動変容サポートと
日々の健康記録の自動記録システム

課
題

成
功
要
因

レセプト情報

ICT活用の効果
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WEBのみ
WEB＋
各種ｻﾎﾟｰﾄ

従来型
保健指導

保健指導
提供なし

腹囲の変化

被験者平均
－3.7cm

cm
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課
題

［事例：治療］ 秋田県における地域連携の取り組み

秋田大学医学部附属病院と横手市立大森病院間の遠隔画像診断と

遠隔画像診断を支える読影医間の情報連携

読影医

秋田大学医学部附属病院

放射線画像

・・・

① 読影依頼

レポート

② 専門領域に応じた
市中の読影医との協力体制

（専門医の地域的支援体制構築）

通常読影時と
同一画面上で
依頼画像を読影

横手市立大森病院

利用実績
遠隔読影件数：年間600件弱（月平均約50件）

・使いやすいユーザーインターフェイス
（通常業務と同じ感覚で利用可能）

成
功
要
因

・協議会*等を通じた人的ネットワークの存在
（*健康福祉ICTまるごと安心協議会）

・地域連携拡大に向けた
病院情報システムの普及促進

・読影医（受け手側）の人的リソースの制限による
支援件数の限界 （現状では送付画像数を制限）

・システム維持・拡大時における持続性の確保
（事業拡大に伴う開発・運用経費等）

・目指すべき姿を行政と共有・連携


